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カラフルな学生生活、その中心となる場所
今村友里子　舞鶴工業高等専門学校

舞鶴工業高等専門学校（舞鶴高専）には800人の学生がいる。そのうちの600人が寮生であり、多くの若者が昼も
夜も舞鶴高専の敷地内で暮らしている。15歳から22歳までの若者が暮らしているというのに、校舎はどこもかし
こも灰色で、ときめきのない空間となっていた。そこで、長らく放置されていた空きスペースを改修し、教室と
して利用でき、休み時間や放課後には自由に利用することができる空間を新たにつくった。

天井を取り払って構造体をあらわにし、床はシートを剥がしてコンクリートスラブを研磨した。そうしてスケル
トンにした後、内装のカラフルな壁、照明、机椅子、個人ブースは、すべて学生と教職員によって製作した。カ
ラフルな壁はパネル状にカットした合板を着色液に浸すことで染色している。

現在、この空間は建築系の学生が設計課題に取り組む場としても活用されており、学生の学びと創造の拠点と
なっている。

舞鶴高専図書館
1Fラーニングコモンズ

所　　在　　地　京都府舞鶴市
設　　計　　者　尾上亮介・今村友里子・
　　　　　　　　高本優也＋舞鶴高専有志
施　　　　　工　㈱西工舎
延　床　面　積　162㎡
竣　　　　　工　2019年11月
撮　　　　　影　舞鶴高専
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興善寺本堂は大阪府の南西端、岬町谷川に建つ、元禄
3 年（1690年）に再建された建物である。谷川は和
泉山脈を背に大阪湾を望む。良質な粘土や、燃料とな
る薪や松葉、搬出港近辺での生産が可能という条件が
揃い、古くから瓦の一大生産地であった。本堂の屋根
には、この谷川瓦が使用されている。今回の修理工事
は、堂内に安置されている三尊（重要文化財）の国宝
重要文化財等保存・活用事業の一環で行われた。

まず、修理前の屋根を、ドローンによる写真測量
（フォトグラメトリ）、屋根面の3Dモデリング調査か
ら、瓦の枚数や不朽箇所を確認した。経年や長年の
荷重による一部の破損や、倒木・台風などによる被
害は部分的なもので、再建当時からの改造も少なく、
比較的良好な状態であることが分かった。再建以来、
大規模な葺替え修理が行われることなく、実に330年
もの間、建物と仏像を守り続けてきたのである。
そこで、かつて瓦の一大産地であった「地元・谷
川瓦を可能な限り再用する（瓦の取替率30%以下）」
を目標に掲げ、当初の形式・技法に倣う現状修理を
修理の方針とした。また、屋根荷重軽減のため空葺
きに改め、銅線を用いて瓦桟に緊結し、強風対策も
施した。
①瓦の打音検査では、○と×の判断だけでなく、△
を取り入れ、再用箇所の検討を重ねた。②限られた
予算の中、素屋根をかける計画は困難であったた
め、下層→上層→下層の順で工事を進め、素屋根を
必要としない工事計画とした。

③また、330年前の瓦下地（野地）を現状のまま温
存するために、既存の瓦下地の上に、合板とルー
フィングという現代の技術を取り入れた。
本保存修理では、当初の技法に拘らず、壊さないこ
とを徹底し、丁寧な職人の仕事と現代の材料に頼る
ことで、保存と漏水対策との両立を図り、再用率
73%の谷川の瓦と、330年前につくられた瓦下地を
次世代へと残すことを試みた。

330年余り手付かずの本瓦の葺替えと瓦下地の保存の試み
上田寛彬　環境創造サポートセンター ／ 吉永規夫　畿央大学 人間環境デザイン学科

興善寺本堂 屋根葺替 保存修理

所　　在　　地　大阪府泉南郡岬町多奈川谷川1460
指　導　助　言　文化財建造物保存修理 主任技術者　鳴海祥博
施　　　　　工　㈱誠廣
構　造　規　模　桁行 5 間 15.38m　梁間 4 間 12.01m
　　　　　　　　二重　寄棟造　本瓦葺　平入り　南面
修　理　完　了　2024年12月
撮　　　　　影　大坊　崇

73%の谷川瓦を再用した、修理後の本堂屋根 全景　撮影：大坊 崇

再建当時から手付かずの瓦下地（野地） 既存の野地の上に合板を伏せて、再建当時の瓦下地を温存 ルーフィングを用いた空葺きとし、元禄時代の瓦の再用を試みた

ドローンによる写真測量と屋根面の3Dモデリング
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私は船を舫う時、過去に思いを馳せ左舷着けとする。

船は建物と似通う部分があると思う。外殻があり、電気、衛生、空調設備を備え、人が憩い、作業をし、
食事をし、就寝する場となる。大きな違いは移動できるところ。その船について、私の作法は左舷着け。

約千年前の船には、右舷側に右手で操作する※ 1 大きな操縦用の櫂が取り付けられており、接岸する際は、
その櫂を傷つけないように左舷接岸をしていた。今では舵が用いられているため、右舷接岸でも支障は
ないものの、可能な場合は左舷接岸することが慣習となっている。

その慣習より、左舷側を「ポート（port）サイド〔港側〕」、右舷側を「スター（steer）ボードサイド」
という呼称が、世界共通で使われている。飛行機、宇宙船でも同じ呼称が使用されており、飛行機では、
左側（ポートサイド）に搭乗橋（ボーディングブリッジ）を着けることが広く知られている。

余談だが、飛行機、宇宙船では、右側灯火（右舷灯）は緑、左側灯火（左舷灯）は赤、長をキャプテン、
乗組員をクルー、客室をキャビン、厨房をギャレーといい、飛行機では距離、速さの単位をノーティカ
ルマイル※ 2 、ノットとしていること等も船舶に由来する。

また、人は左足を軸に方向転換する傾向があるので、港町では、接岸する船の船尾側に酒場があると言
われている。

　※ 1 ：世界のどの地域においても、約90％の人が右利き
　※ 2 ： 1 ノーティカルマイル＝緯度 1 度分の距離

ＴＥＲＲＡ

設 計 ・ 建 造　林賢之輔・岡崎造船所
長　　　　　さ　30feet
喫　　　　　水　1.74ｍ
排　　水　　量　3.25トン
セ ー ル 面 積　41.76㎡
エ　ン　ジ　ン　ヤンマー3ＹＭ20ＳＤ
撮　　　　　影　瀬戸口哲夫

伊島港
（四国最東端）

尾道港
（瀬戸内）

福良港
（淡路島）

𠮷田港
（小豆島）

日和佐港
（南阿波）

お手洗い分電盤ギャレー
居室

（キャビン）

過去に思いを馳せ左舷着けとする
柏原忠明
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会員特集いかがでしたか
32回⽬となった恒例の会員特集（空間作法）でしたが、いかがでしたでしょうか。従来とは違った内容のものが、
はたしてどのくらい応募していただけるのか、期待と不安の両⽅をいだきながら今回の企画をスタートしました。
ふたを開けてみると、予想以上に多岐にわたる内容となりました。従来の空間意匠以外にも様々な思いやこだわり
をご紹介することができました。
ご応募いただいた皆さまありがとうございました。

ぜひご応募ください
会員特集は、年に⼀度の皆さまの貴重な発表の場です。来年以降も今回同様の形で特集を続けたいと考えています。
ぜひご応募ください。
原稿の募集につきましては、あらためて「建築と社会」の誌⾯上で会告を掲載しますが、いつでも送っていただいて
結構です（随時受付しています）。

掲載内容

写真
プリントの場合、サイズはキャビネ判程度。電⼦データの場合、解像度300dpi以上とする。
CGやパース、コンセプト図も可。

説明⽂
（ 1 ）ページタイトル掲載内容を⾔い表すタイトル（施設名称は不可）
（ 2 ）コメント 掲載内容に対する考え⽅や説明を300字程度で

建物概要
掲載内容が建築物である場合は、施設名称、所在地、設計者、施⼯者、建築⾯積、延床⾯積、
構造規模、⼯期など

建築物など空間意匠以外に、
　・建築構造や設備に関する最新技術や特殊技術等
　・⼼に残る景観やまちなみ
　・思い出に残っている旅の記録
　・仕事以外に打ち込んでいる趣味や特技
　・なにげない⽇常の⾵景や⽇ごろ感じていること
　・ぜひ紹介したい⾝近にある美しい景⾊
など広く原稿を募集します（ただし、営業や商品の販売促進は不可）。
紹介したいこと、伝えたいこと、表現したいことをお持ちの皆さま、積極的に会員特集をご利⽤ください。
レイアウトしていない状態（写真、コメント、建物概要等がそれぞれバラバラ）でも結構です。
応募をお考えの⽅はぜひ協会事務局へご⼀報ください。

問合せ先
⼀般社団法⼈ ⽇本建築協会
〒540-6591 ⼤阪市中央区⼤⼿前1-7-31 OMMビル7F
TEL：06-6946-6981　Email：hensyu@aaj.or.jp
ひと・まち・建築⼩委員会担当：井筒
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共催事業「第44回大阪都市景観建築賞（愛称　大阪まちなみ賞）」の受賞作品が決定
　大阪都市景観建築賞運営委員会（大阪府・大阪市・公益社団法人大阪府建築士会・一般社団法人大阪府建築士事務所協会・公益社団法
人日本建築家協会近畿支部大阪地域会・一般社団法人日本建築協会の 6 者で構成）では、周辺環境の向上に資し、かつ景観上優れた建物
や建物を中心としたまちなみを表彰する「第44回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）」における受賞作品を決定しました。
　本年度は、令和 7 年 7 月 1 日（火曜日）から 7 月31日（木曜日）までの 1 か月間、広く一般から推薦を募集したところ、81件に及ぶ
推薦があり、これらの建物や建物を中心としたまちなみについて、建築、都市計画、造園、デザイン、報道等の各分野の専門家 8 名で構
成されている審査委員会（審査委員長：京都市立芸術大学名誉教授 藤本 英子）において審査したうえで、大阪府知事賞、大阪市長賞、
審査員特別賞、奨励賞（ 5 作品）を決定しました。

大阪府知事賞
【受賞作品】

審査委員（50音順）

　加藤精一（建築）（一社）大阪府建築士事務所協会理事
　岸辺　護（新聞）読売新聞大阪本社編集局社会部長
　嶋　高宏（デザイン）（一社）総合デザイナー協会 DAS 常任理事
　武田重昭（造園）大阪公立大学大学院農学研究科緑地環境科学専攻准教授
　寺地洋之（建築）（公社）大阪府建築士会特任顧問
　橋寺知子（建築）関西大学環境都市工学部建築学科准教授
＊藤本英子（芸術）京都市立芸術大学名誉教授
　若本和仁（都市計画）�大阪大学大学院工学研究科附属フューチャーイノベーションセンター准教授

（注）（　）内は専門分野を表しています。 ＊審査委員長

大阪市長賞

御堂筋ダイビル� 撮影：Akira Ito.aifoto

高槻市安満遺跡公園パークセンター� 撮影：高槻市

茨木市文化・子育て複合施設 おにクル� 撮影：Nacasa ＆ Partners Inc.

奨励賞（ 5 作品）

ONE DOJIMA PROJECT
� 撮影：Nacasa & Partners Inc.

イノベーションセンター MIZUNO ENGINE
� 撮影：株式会社伸和

審査員特別賞

アーバンネット御堂筋ビル� 撮影：Forward Stroke inc. JPタワー大阪� 撮影：Akira Ito.aifoto

Cafe N+� 撮影：三木夕渚

（順不同）
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■はじめに
　江戸時代に開削された道頓堀川には、現在16本の橋梁が架かる。

相合橋は上流から 2 本目にあたり、初めて架橋されたのは貞享年間

（1684～1688）とされる。道頓堀川に沿って南側、現在の道頓堀商店

街一帯に建ち並んだ芝居小屋と、川の北側で発展した花街を結ぶ橋と

して利用され、はじめは「新中橋」や「中橋」と呼ばれていたが、後

に「相
あいあう

合橋
ばし

」と、華やかな街の雰囲気にふさわしい艶ある名前が付け

られた。1962年に鉄橋化され、その後は周辺の変化に合わせて、1983

年の改修工事（以下、第一次改修とする）、2009年から2011年にかけ

ての改修工事（以下、第二次改修とする）が実施され現在の姿となっ

た（図 1 ）。第一次改修時の様子はほとんど残されていないが、『建築

と社会』1984年 8 月号の記事から当時の相合橋をとりまく環境、改修

計画の思惑を読み取ることができる。大阪市の政策や道頓堀川周辺の

変化は、相合橋の構造や装いにどう反映されたのか、 2 度の改修を比

較しながら再読したい（註 1 ）。

■道頓堀川開削と相合橋の架橋
　道頓堀川は堀川の汚濁解消と物流向上を目的に、1612年に成

なりやす

安道
どう

頓
とん

が新川奉行に命じられ、東横堀川と西横堀川を結んで木津川へ注ぐ堀

川として開削が始まり、1615年に完成した。当初は南堀川と呼ばれた

が、開削の中心であった道頓の名から「道頓堀」と命名される（註 2 ）。

　相合橋が架けられたのは貞享年間（1684～1688）で、1687年の『大

坂大絵図』には現在の相合橋と同位置に新中橋という橋が確認でき、

18世紀初頭に相合橋と呼ばれるようになった。地域の愛称として呼ば

れ始め、やがて橋名として定着したのだろう。由来については、芝居

役者と花街の芸者の出会い橋という説もあるが定かでない。また、相

合という艶のある名前を持ちながら縁切り橋とも呼ばれ、婚礼行列で

は嫌われる橋であった。いずれにしろ周辺住民の生活には欠かせない

橋であり、第二次世界大戦での焼失時には地元の強い要望で寄付を募

り、大阪市によって木橋で再建されている。そして市内橋梁では比較

的遅い1962年に初めて鉄橋化され、橋長42m、有効幅員 6 m、 3 径間

単純合成桁橋として開通した。

■第一次改修への経緯
　最初の改修工事は1983年に実施される。道頓堀川ではさまざまな水

質改善政策が実施されてきた。1967年には汚濁対策と高潮防御を目的

に、舟形護岸を両岸に築き、ツツジやディコントラを植栽したグリー

ンベルトが完成する。1979年にはエアレーション（噴水）やウォー

ターカーテンが設置され、水質や景観が著しく改善した（図 5 ）。また

両岸に並ぶビル群も、巨大看板の設置やネオンサインの光でいっそう

華やかになり、芝居・劇場の街からグルメにあふれたエンターテイン

メントの街へと変貌した。一方で相合橋は橋面や高欄の汚れが目立つ

ようになり、 6 mの幅員は交通にも支障をきたすようになって、地域

の商店街や組合からは次第に改装整備の声が高まっていった。

　こうした橋梁の修景は道頓堀川だけではなく、大阪市全体が直面し

ていた問題でもあった。高度経済成長期は全国でインフラ整備が進ん

だが、ことに大阪は1970年の日本万国博覧会開催もあって活況を呈

し、新十三大橋（1966年）や豊里大橋（1970年）などの長大橋が相次

いで建設された。万博閉幕以降、今度は都市開発見直しの一環として、

都市景観に配慮した橋梁計画が図られるようになる。大坂橋（1973

年）、川崎橋（1978年）、飛翔橋（1984年）など市民生活に寄り添っ

た歩行者・自転車専用橋が建設され、鉾流橋（1980年）や栴檀木橋

（1985年）は、中之島の近代建築群との調和を意識したデザインへと

改修された。また水晶橋と錦橋は、それぞれ1982年と1985年に可動堰

「再読 関西の建築」

76 阿部文和
大阪歴史博物館学芸員

「相合橋」（1984年 8 月号）

水上広場としての第一号の橋－相合橋の修景整備－

図 1　現在の相合橋を東側から撮影
図 2　相合橋位置

所在地：大阪市南区宗右衛門町（北詰）、南区道頓堀一丁目（南詰）
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から橋梁化され、橋面に植栽やベンチが置かれて憩いの場へと改修さ

れるなど、1970年代から80年代にかけて市内各所に個性豊かな橋が誕

生した（註 3 ）。そして相合橋でも繁華街ならではの橋にしようと、改修

計画が動き出したのである（註 4 ）。

■水上広場への整備
　第一次改修では「水上広場の創造」をテーマに、橋の機能改善と周辺

環境との調和に重点を置き、通行は歩行者と自転車、緊急車両などに限

定された。改修の詳細を『建築と社会』1984年 8 月号の特別レポート

「水上広場としての第一号の橋 －相合橋の修景整備－」と「水上広場の

相合橋」から見てみたい。全体計画では、まず広場とするために在来橋

を拡幅し、①平面形状、②橋面意匠、③構造設計の 3 点が検討された。

　①平面形状は、在来橋の幅員6ｍをどこまで拡幅するかを課題として

いる。中央径間は、景観上のバランスを考慮して径間長16mを基準に

上下流へ5.5mずつ拡幅、最大幅員17.6mの正方形に近い形状に決定す

る。側径間はそれぞれの官民境界線まで拡幅し、南側で12.1m、北側

で10.1mの幅員が確保された（図 3 ）。このとき用地の制約から南北の

取付部が対角線上に位置する形となり、現在の相合橋にもみられる平

面非対称の独特な形状となる。以上の条件を満たした 3 つの概略案が

提案され、そのうちC案が採用されている（図 4 ）。

　②橋面意匠には繁華街の雰囲気にマッチする明るさが求められ、舗

装材料はレンガタイルが選択された。橋面は幅20cmの御影石を 2 mご

との格子状に区画し、黄土色と赤褐色のレンガタイルを敷設している

（図 5・6 ）（註 5 ）。栴檀木橋や鉾流橋のレンガタイル舗装が、大阪市中

央公会堂の化粧煉瓦壁に調和するクラシックな印象を与えるのに対し、

相合橋は舗装面積も広く華やかさが際立っている。橋面の緑化は取付

部周辺に集中的な植樹を行い、川沿いのグリーンベルトとの連続感を

生み出している。広場にはベンチを兼ねた植樹桝と 4 灯式照明灯を中

央に 2 基、取付部に 1 基ずつ設け、デザインは地域の歴史から日本調

の行燈型としている。

　③構造設計については、在来橋の構造では道路橋示方書を満足して

いない点があったが、老朽化や目立った破損がなく比較的健全であっ

たこと、通行者を限定したことから在来橋を利用する計画とした。た

だし、橋脚へは新設した植樹桝による過重増加があるため、拡幅部に

PC杭を打設し、耐荷力不足を補い、曲げ耐荷力を増加させるため鋼板

による補強が行われた。

■第二次改修への経緯
　第一次改修後の相合橋に大きな影響のあった出来事は「とんぼりリ

バーウォーク」の遊歩道整備だろう。水都大阪の再生プロジェクトの

一環として、2013年に日本橋から浮庭橋まで約 2 kmの遊歩道が整備さ

れた（註 6 ）。船運の活性化は親水性を一層高め、水辺から橋を臨む機会

が増加した。周辺の橋も連動して、太左衛門橋が2004年と2008年に木

を基調とした側道橋を整備し、戎橋は2007年に現在の円形橋へと架け

替えられている。

　相合橋でも橋面の経年劣化や耐震性能向上の必要が生じていた。広場

への放置自転車も問題視されていたが、これについては2009年に市がミ

ナミの広範囲を放置自転車禁止地区に設定したこと、千日前通りなどに

駐輪場を整備したことが功を奏し、相合橋を駐輪場にするケースは減少

傾向にあった。そこで、より良い水上広場へと再生する第二次改修計画

が持ち上がり、2009年から2011年にかけて①修景整備、②橋面意匠の

改修、③下部耐震補強が実施される。計画では、まず耐震化工事を優先

に行い、その間に周辺地域の振興町会や組合の代表者を加えた「相合橋

橋面整備デザイン検討会」で橋面意匠が検討された。

■昼と夜の相合橋
　遊歩道の整備にともない舟形護岸は撤去し、階段が設置されて遊歩

道と橋上との回遊性が高まった。そのため①修景整備の基本方針とし

て、橋と遊歩道を視覚的に一体化し、色調は一新してシンプルでモダ

ンなデザインとすることが盛り込まれた（註 7 ）。全体のデザインは高欄

から橋下面、橋脚などをシルバー色（アルミ色）の縦格子で統一して

橋全体が直線を強調している。高欄笠木を曲線にして中央で交差させ

ているのは、江戸時代から続いていた両岸の街の交わりやつながりを

継承するメッセージが込められているからである。（図 1 ）。

　②橋面意匠の改修では、橋面舗装は遊歩道と同じ石調としている

（図 7 ）。高欄のシルバー色と同調し、太陽が高くなると広場にはほと

んど影が生じないため、高欄や舗装の照り返しでとても明るい。一方

で、夜になると遠景の明るい戎橋周辺とは一線を画し、照明灯の琥珀

色の光が橋面を照らして幻想的である（図11）。広場は植樹桝や照明灯

を撤去、取付部付近に植樹帯を集約し、照明灯も植樹帯の中に移され

て最大限に広さが確保されている（図12）（註 8 ）。懸念されていた放置

自転車については、改修計画段階で相合橋に駐輪場を設置しない方針

としたが、現在も概ね良好で、遮蔽物がないことで駐輪しにくい橋面

空間を作り出しているように感じる。下部に石材を使用した和風デザ

インの照明灯は、灯色とともに昔の雰囲気を醸し出している。

　広場の四隅、すなわち両岸の上下流に設けられた 4 つの階段下は倉

庫として利用し、上流側（東側）の壁を橋面と同じ石調、下流側（西

側）はガラスブロックとしている。日中は目立たないが、夜になると

ガラスブロック全体が発光して存在感が際立つ（図 9 ）。

　③下部耐震補強では、橋脚の補強と沓座拡幅が行われた。橋脚はパイ
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図 3　整備前の平面図（上）、整備後の平面図（下）（第一次改修）

図 5　噴水のある道頓堀川に修景整備された相合橋（第一次改修）

図 6　橋面舗装のようす（第一次改修） 図 7　橋面舗装のようす（第二次改修） 図 8　橋面鳥瞰（第一次改修）

図 4　平面形状の比較（第一次改修）

図版出典：図 1 、7、9 ～13は筆者撮影
※ 2 ～ 6 、8 は「建築と社会」1984年 8 月号より
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ルベント橋脚であるため地震時の耐力不足が生じていた。そこで橋脚部

背面を盛土構造とし、側径間部に杭を増設して橋脚を補強している。ま

た水辺空間への開放感を演出するため、橋脚に開口部を設けて照明を設

置し、夜間景観と水辺遊歩道空間の安全性を向上している（図13）。

■おわりに
　相合橋は、周辺環境の変化に合わせて改修されてきた。橋上では昼

夜を問わず、道頓堀川の景色を撮影する人、待ち合わせの人、路上ラ

イブを行う人などの光景が見られる（図10）。また商店街のイベントや

橋洗いなども広場で実施され、橋を通じた交流が続けられている。近

年は日本橋付近が観光バスの乗降スペースとなっており、相合橋に近

い道頓堀商店街東ゲートを利用する海外観光客も増加している。広場

としての相合橋の需要は、今後さらに高まると推測される。

　かつて大阪の経済を支えた堀川は、社会構造の変化でほとんどが埋

め立てられ、多くの橋が姿を消し、東横堀川・道頓堀川などが残るだ

けとなった。相合橋の水上広場から見える景色は「水都」大阪の歴

史、そして賑わいある現在の “大阪らしさ” を凝縮した大阪の文化的

景観といえる。

（註 1 ）�第一次改修は、『建築と社会』1984年 8 月号の「水上広場の相合橋」12-13頁
および「特別レポート/大阪の橋と修景 水上広場としての第一号の橋-相合
橋の修景整備-」14-16頁、第二次改修は、「道頓堀川水辺整備に合わせた相
合橋の改良」『平成23年度大阪市建設局業務論文集』（大阪市建設局　2012
年）を参考とした。

（註 2 ）安井道頓とも呼ばれるが、本稿では近年通説である成安道頓した。
（註 3 ）松村博『大阪の橋』（松籟社　1987年）30-31頁
（註 4 ）�修景整備設計は大阪市土木局、新日本技術コンサルタント、施工は大末建

設、富士車輛が請け負っている。
（註 5 ）歩車分離のためスツール兼用の駒止めを 2 m間隔に設置。
（註 6 ）太左衛門～相合橋は2008年、日本橋橋～相合橋間は2009年完成。
（註 7 ）�周囲と色彩や個性を競わず、形態を主張しない透明性のあるデザインとする

方針がとられた。
（註 8 ）橋のいわれを記した石碑も広場から北詰へ移されている。

図11　夜の橋上のようす（第二次改修） 図12　橋上の植樹と照明灯（第二次改修） 図13　夜の橋面下通路（第二次改修）

図 9　夜の相合橋を西側から撮影（第二次改修）

図10　夜の相合橋上から西の太左衛門橋方向を撮影（第二次改修）
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U-35委員会企画
「建築と集合知」
－「集合知」で考える、かけ算ワークショップ－

活動報告

異業種・多様なバックグラウンドを持つ参
加者が集まり、互いの知見や経験を共有・
融合することで、新たな視点やアイデアを
得るワークショップを企画しました。

〇U-35委員会ホームページ
新着情報や過去の活動報告も
ご覧になれますので、
ぜひ一度お立ち寄りください。
https://www.aaj.or.jp/u35

〇U-35委員会インスタグラム
活動内容やメンバーの雑感など
ざっくばらんに情報をアップ
しています。
https://www.instagram.com/
u35.aaj/

　建築は、一人の設計者だけで完結するもの
ではなく、多様な専門家との協業を通じて形
づくられるものである。各プロジェクトには
いくつもの到達点があるが、さまざまな知識
や経験を持ち寄り、アイデアを磨き上げてい
くことで、私たちは建築が「社会性を帯びた
集合知」として生まれると考えている。
　昨年度の「U-35 Under35 Architects 
Exhibition 2024」では、初めて「建築と集合
知」をテーマとしたトークセッション＋イベ
ントを開催した。その取り組みを単発の企画
で終わらせるのではなく、継続的な活動とし
て積み重ねていくことで、さまざまな分野を
つなぐプラットフォームへと育てることがで
きると考えている。その思いから、「建築と
集合知2025」を開催した。今年度の取り組み
では、メーカー各社が持つ製品を題材に、参
加者が企業の枠を超えてフラットに議論する

「集合知で考える掛け算ワークショップ」を実
施した。多様な視点と専門性が交わることで、
既存の価値を掛け合わせながら新たな可能性
を探る場となった。� （文責：大屋）

■ワークショップの内容

　異業種・多様なバックグラウンドを持つ参
加者が集まり、互いの知見や経験を共有・融
合することで、新たな視点やアイデアを得る
ワークショップを企画した。各自が持参した
サンプルを交換し、初めて見るサンプルを手
に参加者同士で使い方や組み合わせ方のアイ
デアを出しあう。自身の持つ専門的な知見を
活かした建築的なものから、趣味・特技から
生まれるユーモアのある使い方など、異業種
が集まることでこそ生まれる発見・成果を各
自の職場や業務に持ち帰り、実践的に活用す
ることで、新たな価値創出につながることを
期待した。� （文責：北村）

■ワークショップの流れ
事前準備

STEP1　グループ分け

・参加者は自社製品のサンプルを持参。金具
やハギレなど、何でもＯＫ！

・５つのグループに分かれて自己紹介

STEP2　サンプル交換
・サンプルを別グループの方と交換
・各々が初めてみるサンプルを手にする

STEP3　かけざんワークショップ
・受け取ったサンプルについて、本来の使い方

以外にこんなことに使えるかな？自社の製品
と受け取ったサンプルをかけ合わせたらこん
なことができるかな？など新しいアイデアを
見つける

STEP4　各グループ１案にしぼって発表
・サンプルを持ってきた方から実際の使い方を

説明
・各グループで考えたアイデアを共有

■A班

　A班のテーブルにはアルミキャスト、家具
の張地、タイルカーペット、セメント素材の
外装材、照明器具など多様なサンプルが並ん
だ。その中でも特に多くの創造的なアイデア
が出たのは、ゴム製の靴箱の仕切り板である。

「形」に着目したアイデアや、「材質」に注目
したアイデアなど、メーカーごとに異なる視
点から多様な発想が生まれていた。「軽量であ
る」という特長から「持ち運びやすい」「フ
リーアドレスオフィスで活用したい」と発想
が広がり、さらにゴム製で絶縁体である点を
踏まえて、持ち運び可能なテーブルランプと
して活用できるのではないかというアイデア
に展開していく過程が印象的だった。シンプ
ルな長所を起点に、経験や専門知識を活かし
て具体化していく思考を見ることができた。
� （文責：白井）

■B班

　B班のテーブルにはカーテンやロールスク
リーンの端材、特徴的な柄のタイルカーペッ
トなど軽く柔らかなファブリックから、イン
ターロッキングや大型レンガといった重量と
強度をもつ素材まで、多様なサンプルが並ん

まずは各自で検討 各班で議論 A班の発表サンプル B班の発表サンプル
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だ。中でも注目を集めたのは、大型レンガに
設けられた楕円状の穴である。通常は下地を
通す機能的なディテールだが、「穴の面を見せ
て積む」「筆記用具が立てられそう」といった
建材や家具への転用案に加え、「動物が住み着
きそう」「植物を植えられそう」といった意見
もあった。レンガを持参したメーカーから素
材そのもののかっこよさが語られていたこと
もあり、土を原料とする自然素材である点や、
還元焼成による不均一なテクスチャといった
物質的な魅力が、表裏を意識しない見方につ
ながったのかもしれない。さらに、「穴のない
面に寿司を置き、穴にガリを置く」といった
ユーモアのある意見も出て、リラックスした
雰囲気で多角的な使い方が想像されていた。
� （文責：平田）

■C班

　C班のテーブルには照明器具・パーティショ
ン・壁紙・タイルカーペットなど内装材やア
ルミサッシなどの多様なサンプルが並んだ。
C班で最も注目を集めたサンプルは、杉丸太
を製材するときに出る端材を活用したパネル
状の積層集成材であった。木表を内部に向け
て集成材としていく過程で空洞が生まれ、軽
量化などに役立つという特徴あるサンプルで
あったが、議論の中で、空洞部にワイヤー等
を通すことによって可動式のテーブル天板な
どに活用できるのではないかというアイデア
が生まれた。また、空洞の形状によっては照
明器具やサインなど様々な分野に転用できる
かもしれないと想像が膨らんだ。�（文責：永本）

■D班

　D班のテーブルには壁紙、合板、タイル、
サッシの方立、緞帳の端材、間仕切りフレー
ムなど、質感やスケールの異なるサンプルが
並んだ。まずはそれらのサンプルを、順次手

に取り、色々な角度から観察し、思いつくコ
トバをグループで共有してみた。既存の用途
に捉われない難しさを感じながらも、多くの
アイデアが出てきたのがサッシの方立である。
他のサンプルとかけ合わせた使い方や、H型
の断面を活かして、モノを吊る、照明を仕込
む、アート壁面とするなど、バリエーション
に富んだ使い方を見出すことができた。特に、
自身が関わっている製品との関連性や発展性
についてはメーカー独自の着眼点であると感
じた。設計者とメーカーのコラボレーション
はよく耳にするが、メーカーとメーカーが協
働して製品開発することには馴染みがない。
床・壁・天井・照明など、それぞれの強みを
活かした協働の在り方に可能性を感じている。
� （文責：三井）

■E班

　E班のテーブルには、家具や壁の仕上材、
建材の受け材などが並び、自然と素材の可能
性や形状の展開についての議論が中心となっ
た。中でも注目を集めたのは、内部が空洞で
ねじれた形状をもつ金属棒である。持参した
金物メーカーによれば、これは鋼製角柱をね
じる試験的なサンプルとのことだった。空洞
部分に着目し、内部に照明を組み込んだイン
テリアへの応用案や、ねじれた形状を活かし
たルーバーや間仕切りといったアイデアが挙
げられた。さらに、材質を変えた場合や、ね
じれの疎密をコントロールできた場合にどの
ような可能性が広がるのかといった議論へと
発展し、各領域を横断する発想が生まれた。
多様なメーカーと設計者が一堂に会し、素材
の可能性を議論するという滅多にない機会を
経験でき、大きな刺激を受けた。�（文責：萩尾）

■トークイベント・座談会を終えて

　総勢50名を超える異業種・多様なバックグ

ラウンドを持つ参加者にお集まりいただいた
ワークショップだったが、終始和やかで活気
ある雰囲気であった。違う視点で 1 つのこと

（ 1 つのサンプル）について考えてみる面白
さを体験していただくことで、「集合知」の
さらなる可能性についても考えるきっかけに
なったと思う。さらに、ワークショップの目
的であった「お互いの知見や経験を共有・融
合することで、新たな視点やアイデアを得る
こと」に加え、組織の枠を超えて相談や共創
ができるネットワークが形成されたと実感し
ている。� （文責：大西）

■参加者　※敬省略
石原 淳司（東芝エレベータ株式会社）/伊藤 智彦（パナ
ソニック株式会社）/伊奈 拓哉（コマニー株式会社）/岩
永 梨花乃（株式会社スミノエインテリアプロダクツ）/
後田 泰斗（YKKAP株式会社）/荻野 貴大（コマニー株式
会社）/刑部 もあな（株式会社オカムラ）/川頭 佳那（コ
イズミ照明株式会社）/川端 美澪（日本興業株式会社）/
川村 耕一（株式会社エービーシー商会）/神原 奈穂（リ
リカラ株式会社）/北杉 蘭（株式会社川島織物セルコン）
/小泉 梨央（株式会社スミノエインテリアプロダクツ）
/近藤 潤一（株式会社ユニオン）/佐々木 七海（リリカ
ラ株式会社）/柴田 雄平（ルノン株式会社）/鈴木 ひかり

（株式会社平田タイル）/髙山 亮平（小松ウオール工業株
式会社）/竹内 静花（日本興業株式会社）/辻村 涼香（ア
イカ工業株式会社）/藤後 陸（株式会社オカムラ）/友納 
和瞭（ケイミュー株式会社）/中尾 苑夏（株式会社川島
織物セルコン）/中川 華世香（株式会社平田タイル）/中
田 大貴（東リ株式会社）/永友 大希（不二サッシ株式会
社）/中村 裕美（丸善雄松堂株式会社）/西村 彰悟（東リ
株式会社）/二宮 茉子（ケイミュー株式会社）/根井 勝貴

（株式会社内田洋行）/野口 修司（株式会社内田洋行）/則
永 拓夢（株式会社国代耐火工業所）/林 美由希（株式会
社ユニオン）/東 佳太（株式会社サンゲツ） /日永 沙也加

（株式会社イトーキ）/藤田 亜弥子（株式会社エービー
シー商会）/堀之内 有希（株式会社イトーキ）/南谷 優輝

（株式会社エスウッド）/森 俊輔（東芝エレベータ株式会
社）/森 優（コイズミ照明株式会社）/山本 夏実（アイカ
工業株式会社）
U-35メンバー：市川 雅也（株式会社竹中工務店）/大西 
琴子（株式会社日建設計）/大屋 泰輝（株式会社大林組）
/奥野 湧太（株式会社RIA）/河崎 菜摘（株式会社竹中工
務店）/北村 政尚（株式会社東畑建築事務所）/白井 芙実

（株式会社昭和設計）/永本 聡（株式会社日建設計）/萩尾 
涼太（株式会社大建設計）/平田 翔子（株式会社東畑建
築事務所）/三井 貴裕（株式会社安井建築設計事務所）

座談会の集合写真C班の発表サンプル D班の発表サンプル E班の発表サンプル












